
― アセキノシル (案 )

今般の残留基準の検討については、農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴う基準値設定依
頼が農林水産省か嘔なされたことに「|い 、食品安全委員会において食品健康影響評価がなき
れたことを踏まえ、農薬・」l11カ 用

=薬
品部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめ

るものである。

概要

(1)品 目名 :アセキ

(2)

2 適用病害虫の範囲及び使用方法

本斉」の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。

L塑劉 となっているものについては、今回農薬取締法 (昭不口23年法律第82号)に基づく適

用拡大申請がなされたものを示 している。

(1)国 内での使用方法

【15%アセキノシルアロアブル斉」】

用途 :殺ダニ剤

ナフ トキノン骨格を有する殺ダニ斉」であ

における酵素複合体を|』 害することにより

り、ダニ類のミトコンドリアの電子伝達系

効果を示すと考えられてぃる。

(3)化 学名 :

3-dodecI]・ 1,4-dihydrO-1,4

2-(acet)`loxy)3 dOdecyl l

(4)構 造式及び物性

dioxo-2-rlaphthyl acetite (IuPAC)

.1-naphthalenediOne (CAS)

〇

C12H25

0COCH3

○

分子式   C2■1204

分子量   3845
水溶解度  67× 106g/L(25℃ )

分配係数  logloPow≧ 62(25℃ )

作物名 1   菫l塀
希釈倍

数
使用液量 使用時期

本斉」の

使用回

数

使用方

法

アレノシルを含

む農薬の総

使用回数

か
Lill三」」し11:」

上

1 00fl‐

1500倍

200-

700L/10a

収穫 7日 前まで

収穫前 日まで

散布 [回

まし
  「lこキシ子ビグニ 1000倍

静　一一

Ｌ
もも

1000 -

1500倍

1000倍

‖又穫 7日 前まで

|ハ
ダ珈

1000^´

1500倍
収穫 3日 前まで

| 
モモサビダニ

1000-

1500倍

収穫 7日 前まで

収穫 3日 前まで

収穫 7日 前まで

収穫 14日 前まで

150ヽ´

300L/10a

収穫前日まで

1500倍 収穫 7日 前まで

1000-

1500イ音
収穫前 日まで

|~|チ ャハ コリダニ 1000倍
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適用病

害虫名

チャンホコリダニ

ゴレ窒」
さんしょう

(果実)

やまのいも

虚三1盤留3肌
]~ ~~~1漏

;ヨ

為 1嚇
j rnnr-r,n"

カンザワハダニ 11000倍
400L/10a

アセキノカンを含

む農薬の総

使用回数

収穫前日まで

収穫 3日 前まで

収穫 7日 前まで

収穫 3日 前まで

すいか

メロン

かばちゃ 収穫 7日 前まで

収穫 30日 前まで

収穫 7日 前まで

収穫 21日 前まで

収穫前日まで

収穫 3日 前まで

収穫 7日 前まで

l商採 7日 前まで

収穫 21日 前まで

収穫 7日 前まで

作物名 適用病害虫名 使用液量 使用時期

本斉りの

使用回

数

使用方法

とうがらし チャノホコソダニ
1000イ音、

150-250g/10a

収穫 3日 前ま

で
2回以内 散布

(2)海外での使用方法

【韓国 :15%ア セキノシル 液状水和斉」】

作物残留試験

1)分析の概要

①分析対象の化合物

・アセキノシル    |
。3ドデシルL2-ヒ ドロキシ 1,4ナフトキノン (以下、代謝物AKM 05)

0
OH

C12H25

代謝物A剛・ 05

②分析法の概要

試料からアセ トン・塩酸混液と混合攪拌し、濾過 してアセキノシル及び代謝物AKM■ 05

を抽出、濃縮した後、ヘキサンに転溶する。このヘキサン溶液を濃縮乾固してシリカゲ

ルカラムにより精製して、アセキノシル及び代謝物AKN1 05を HPLC(UV)で 同時に定量す

る。ただし、試料由来の爽雑物の影響が大きく同時定量が困難な場合には、シリカゲル

ミニカラムでアセキノシルと代謝物AKM 05を 分画し、代謝物AKヽ105画分をアミノプロピ

ルシリル化シリカゲルミニカラムで追加精製してHPLC(Uv)で 個別に定量する。代調寸物

爪M05に ついては、換算係数112を 用いてアセキノシルに換算した値で示すざ

定量限界 : アセキノシル :001～ 0 1 ppm

イt謝物AKM-05:001～ 0 2 ppm

0
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(2)作物残留試験

国内で実施された作1勿 残留試験結果については別紙 1,1、 海外で実施された作物残

留試験結果については別紙 1‐ 2を参照。

4 乳牛における残留試験

乳牛に対して、飼料中濃度としてアセキ /シル5、 15及び50 ppm相 当を含有するゼラ

チンカプセルを28日 間にわたり・
‐4食 させ、筋内、脂肪、肝臓、腎臓中のアセキノシル及び

岱訪す物AKM 05を 測定した.ま た、キ乳については、投与2日 前及び1日 前並びに投与開始

後、 1、 4、 8、 12、 16、 20、 2`1及 ll・28目 目に搾手Llン たものを測定 した。 (定量限界 :ア セ

キノシル及び代吉:寸 1カ AK}105を アセキ ノシル換算 した1)の の和とL´ てO o2 ppm).結 果にっ
いては表 1を 参照

ま た

上記っ結果に関連tン て、米コにおいては、肉牛及び乳牛における最大理論的飼料由来負
荷 (MTDB詢 )を それそれ 1 22ppm及 び0 72ppmと 評価 している。        ヽ

注)最大理論的飼1l ll来 負荷 (Maximum Theoreticil Dietary Burden i MlD3):飼 料として用
いられる全ての飼料品日に残

=′

基準まで残留していると仮定した場合に、飼滲|の摂取によって

畜産動物が暴露されうる最大量。飼料中残留濃度として表示される。

(参 考 :Residue Chttnistry lei Cuidclines OPPTS s60 1480 Mcat/Milk/POul try/Eggs)

5 ADIの 評価

食品安全基本法 (平成15年法 rl・ 第48号 )第 24条第 1項第1号の規定に基づき、食品安全委

員会あて意見を求めたアセキノシルに係る食品健康影響評価について、以下のとおり評価
されている。

無毒性量 :2 25 mg/kg体重/day(発 がん性は認められなかった。)

(動物種)  ラット

(投与方法) 混餌

(試験の種類)1曼性毒性/発がん性併合試験

(期 間)   2年 間

安全係数 :100

6 諸外国における状況

JMPRに おける毒性評価はなされ′ておらず、国際基準も設定されていない。

米国、カナダ、欧州連合 (EU)、 オこ―ス トラリア及びニュージーラン ドについて調査 し

た結果、米国においてりんご、な t/、 かんきつ類等に、カナダにおいてりんご、なし、レ

モン等に、EUに おいてりんご、かんきっ類、アーモン ド等に基準値が設定されている。

7 基準値案

(1う 残留の規制対象

アセキノシル及び代謝物AKM 05と する。

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響llT価 においては、暴露評価対

象物質 としてアセキノシル (親化合物)及び代謝物AKM 05を 設定している:

(2)基準値案

別紙 2の とおりである。

(3)暴露評価

各食品について、基準値案の上限までアセキノシルが残留 していると仮定した場合、

国民栄養調査結果に基づき試算される、1日 当たり摂取する農薬の量 (理論最大1日 摂取

量(TMDl))の ADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3を 参照。

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工 `調理による残留農薬の増減が全く

ないとの仮定の下に行つた。

TMDI試算は、基準値案×各食品の平均摂取量の総和として計算している。

なお、高齢者については畜産物の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考

とした。

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の最

乳

※

牛

TMD1/ADI(%)ロ

幼小児 (1～ 6歳 )

高齢者 (65歳以上)
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農作物
5氏捩

圃場

試 験 :

最大残留量 (ppm)ltl71型 使 用 量  伸 用 同 数 経 iJ日 数

りんこ

(果実)

24 15%フ ロアプノ
0 3 1b そli/A

(0 6 1b ai/A/season)
2[] 14 0 025-0 226

な しン

(果実 )

14 5%フ 暉アプ′ι 0 3 1b ai/A
(0 6 ]b ai/A/seasOn)

2巨 l 14 0 011-o o49

アーモン ト

(種実 )

15%フ ー・アプ
ル

0 3 1b ai,/A

((,3361(g/ha)
2回 7～ 35日

田園場 A:く 002

一一

２

一
２

〇
一〇

Ｂ
一Ｃ

場
一場

圃
一圃

回場D:くO o2

囲場E:(O o2

ペカン

(llT‐t)
t,3 1b ai′′A

(03361く g/ha)
2回 7～ 35日

Ll」 場A:〈 002

一一

２

一
２

〇
一〇

３
一Ｃ

場
一場
一

回
一固
一圃 場 D:く O o2

仲1場 E:(O o2
とうがら

(果 実)

し
1

10%フ ロアフ
ッレ

10001午希釈
25(〕 し/10a

2回 35,7日 □場 1:058

(男」紙 1-2)
アセキノシル 海外作物残留試験一覧表

注)1最大残留量J欄 に記載 |´ た,モ 留Ⅲ,は 、アセキノシル本体及び代411ttAK1 05を アセキノシルに換算した
ものの ll,。

最大残留量 :当 該農業の中請′)章 Lソヤ]で最 t,多 量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした

竹食写些夕賓募鷲?J`膿78ネ :脊サiI斉
ヤ
1裏右鷹笙曇纂議整忙量|す慧套醤昇襦λ指ぶ化2啓Tなξ骨負

れ
中J)

農薬名       アセキノシル (男 可れ(2)

農産物名

基準値

案

基準値

現行

録

無

登

有
作物残留試験成績等断

準
］
基 知鰤

¨
0 0 〇

0 0 〇

きくII野 革 中 20($),00(食 用ぎく)

ピーマン

なす
１

一
〇

０‐

　

　

　

．

　

０

０

０

　

　

　

０

申

　

〇

　

一
〇

〇

　

　

　

０

　

０

０

０

　

　

　

０

101 韓国

049(|).o35(1),023(1)032(
)

L_豊」J(韓国とう力■121_

きゆうり
かばちや

しろうり

すいか
メロン類果実
よくわうり

そのイ]の うり科野菜

008(1),011(|)(3)

きゆうりの残留値の2倍

にて緊急登録
(農 林水lkt省 からの理

由普によう_F請 )

く003(#),く 003(#)
く003(#).く 003(')

(メ Elン つ,照 )

しろうりの緊急登録と同
期化した対応

(農 林水産省からの理
由書による要請)

その他 の野菜 0

0

0`

0`

0:
]

01

一̈〇
〇
〇
〇
〇
〇
　
〇・
〇
　
一Ｐ
卜
Ｐ
Ｉ
卜
Ｆ
胸
ド
‐ｏｐ
に

‐‐ｏ

011,027($)(食 用パンジー
02,04($)(さと0ヽ も葉1内 )

みかん

なつみかんの呆実全体

オレンジ(ネ ープアレオレンジを含む)

グレープフルーツ

ライム

そσD他のかスノきつ類果実

りんご

日本なし

西洋なし

マルメロ

びわ

もも
ネクタリン
あんず (アプリ早ットを含む)

'1)も

(プルーンを含む)

うめ

―

左 型 L
し`ちご

0

０

　

〇

一　

　

〇

　

　

　

〇

0

一
一

‐‐
‘
‘・，「
‐

0401   アメリカ

0401   アメリカ

21生
gL三型カ

アメリカ0201

整

一

―
―

― ― ―
―

パパイヤ

その他の呆実

０

一　

　

０

一

01

01

〇
一
〇

〇

一
　

〇
一
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農産 |力 嬌
基準値

案 獅賄̈
登録

有無
作物残留試験成績等晰酔

¨
基準値

くり

ペカン

アーモンド

くるみ

その他のナッツ類

茶

002

002

002

002

002

40

002

002

002

002

002 00を

002

00[

00:

00:

アメリカ

アメリカ

アメリカ

アメリカ

l米 国ペカン アーモンド参照1

【く002(n・ 5)(米ロロ)】

【く002(Π =5)(引くE口 )】

〔米国ペカシ、アーモンド参照〕

:観錨千品謡梱 |

40 O

その他のスパイス

その他のハープ

牛の脂 trJ

そr)他 ′||■ 11哺 ■11に属すこ」11・ )|=|,

4ニ ク,月干ル歳

そのlLの陸棲哺判.類 に属するfl物 のル哺

10

002

10

○

○

03,018(さ んじよう)

192(● ),300(諄 )(みかんの果
皮 )

002
0,11

002
002

00[
00[
00[
00`

アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ

アセキノシノ
`

器[lt,寵窮難::薄崎:1檬通)t=キ‰Fた
媚値を鮮麟定の棒拠

|し
た。

(男」糸氏2)

アセキノシル推定摂取量  (単位

(男 」糸氏3)

μg/人 /day)

高齢者については畜産物の摂取量データ

TMDI:理 論最大1日 摂取量 (Theorotioal

がないため、国民平均の摂取量を参考としたも
Maximum Daily lntake)
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山内 明子   日本生活協同組合連合会執行役員剰lttit進本部長
(参考 )

山添 康    東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授
これまでの経緯 吉池 信男   青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授

由田 克 士   大阪市立大学大学院生活科学研究科教授
平成 11年 4月 19日  初回農薬登録

鰐渕 英機   大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授
平成 17年 11月 29日  残留農薬基準告知                                                `

(○ :部会長)

平成 19年  6月 21日  農林水産省より厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準          
｀

設定依頼 (適用拡大 :温州みかん、なす、茶、さんしょう、あず
き等)

平成 19年  7月 ]3日  I享生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に            |
係る食品健康影響評価について要請

平・lt 2 0年  9月 11日  食品安全
=員

会委員長から1亨 生労働大臣あてに食占::建噴影響評

価について通 I「j

平成 22年  2月 18日  残留農某基準告示

平成 21年 11月 27日  農林水産省 より厚生労働省へ農薬登録申請に係 る連絡及び基準
設定依頼 (適用拡大 :ピーマン、食用きく、さといも (業柄)、

うめ)

平成 22年  1月  4日  厚生労働大
「

から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係ろ食占l縫康影響評価について要請

平成 22年  6月 17日  食品]安 全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知
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※今回残留基準を設定するアセキノシルと
は、アセキノンル及びアセキノンルヒドロキン
体 (3-ドデシルー2-ヒドロキシー1,4-ナ フ
トキノン)をアセキノシル含量に換算したもの
の和をいうこと。
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マ豆及びレンズを含む。

注2)「 そのlllのきく科野菜」とli、 きく科野菜
のうち、ごぼう、サツレシフィー、アーティチョー
ク、チコリ、エンダイブ しゅんぎく レタス及
びハープ以外のものをいう。

注3)「 その他のなす科野菜Jと は,な す科野
菜のうち,卜 ′卜,ピーマン及びなす以外のも
のをいう。

■1)「 そのIJのうい|11「 ■1と,うり|1野菜
のうち きゆうり かばちゃ、しろうり、すいか、
メロン類果実及びまくわぅり以外のものをい

l■ 5)「 その他の野菜Jと は、野菜のうら いも
類 てんさい、さとうきび、あぶらなTl野菜 き
く科野菜 ゆり科野菜、せり科野菜 なす科
野菜 うり科野菜 ほうれんそう たけのこ オ
クラ、しようが 未成熟えんどう、未成熟いん
げん、えだまめ、きのこ類、スパイス及びハー
ブ以外のものをいう。

注6)「 その他のかんきっ類果実」とは、かんき
つ類果実のうち、みかん、なつみかん なつ
みかんの外果皮、なつみかんの果実全体
レモン オレンジ、グレープフルーツ ライム
及びスパイス以外のものをいう。

l■ 7)「 その他の果実Jと は、果実のうら かん
きつ類果実、りんご、日本なし、西洋なし マ
ルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あんず、すも
1)、 うめ、おうとう、ベリ

=類
果実 ぶどう か

き バナナ キウ才‐、パパィャ、アボカドパ
イナップル、グアノ`、マンゴー ノ`ッションフ
ルーツ、なつめやし及びスパイス以外のもの
をいう。

注8)「 その他のナッツ類Jと は,ナ ッツ類のう
ち,ぎんなん,く り,ペカン:アーモンド及びく
るみ以外のものをいう。

こ9)「 その他のスパイス」とは、スパイスのう
ち、西洋わさび、わきびの根茎、にんにく、と
うがらし パプリカ、しよぅが、レモンの果皮 (

オレンジの果皮、ゆすの呆皮及びごまの種
子以外の1、のをいう.

注10)「その他のハープ」とは ハープのう
ち タレソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、
セロリの茎及びセロリの葉以外のものをいう。

注11)「その他の陸棲哺手し類に属する動物j

とは [t棲哺幸L類 に属する動物のうち、牛及
び豚以外のものをいう。
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